
 

１ モデルなき未知の時代に挑む 
 

これまで区政は、社会状況の変化に対応するため、様々な施策に取り組ん

できました。しかし、私たちがいま直面している変化は、初めて体験すると言

っても過言ではないほど厳しいものです。 

 

日本全体を見ると、増加を続けてきた人口が減少に転じるとともに、高齢

化・少子化が急速に進行し、「超」超高齢社会が待ち受けています。 

生産年齢人口が減少するなかで、経済はデフレから脱却することができず、

世界経済における地位は相対的に低下しています。世界第二位の経済大国へと

躍進した時代は、遠い過去のものとなりました。現状を変える努力なしに状況

を打開することはできず、右肩上がりの経済成長に依存した財政運営を期待す

ることは困難な事態を迎えています。 

 

練馬区も、こうしたモデルなき未知の時代にあって、大きな二つの困難に直

面しています。 

一つは、少子高齢化の進展です。高齢者人口の絶対数が激増する一方、核家

族化をはじめとする社会変化によって子育て支援へのニーズが増大していま

す。財政力の維持が困難になるなか、膨大な医療・介護需要、子育て支援に対

応していかなければなりません。 

加えて、都市計画道路の整備の遅れ、鉄道空白地域の存在など、練馬区特有

の課題も解決が迫られています。 

 

しかし、幸いなことに、練馬区には大きな可能性があります。日本で人口が

増え続けている数少ない自治体です。多くの区民が地域で様々な活動を活発に

展開しています。東京の都心近くにあって、豊かなみどりに恵まれた住宅都市

です。大江戸線の延伸や都市計画道路の整備によって、地域のポテンシャルを

引き出すことができます。 

こうした潜在力を花開かせ、後世に誇れるまちを築くためには、今、徹底し

た区政改革を実行しなければなりません。 

 


